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第 4 回意見交換会の開催報告 

1.日時：令和 2 年 8 月 4 日 18 時 00 分～19 時 00 分 

2.場所：名古屋市役所 12A 会議室 

3.参加者：相生山で遊ぼう会、プロジェクトみんなで描こう！相生の森公園、 

相生山緑地自然観察会、相生山緑地を愛する会、一般の方 

4.市出席者：緑政土木局企画経理課 上杉主査（企画） 

道路維持課 渡邊主幹（安全・保全） 

姫野主査（安全対策） 

道路建設課 蒲野主査（事業調整） 

緑地事業課 中村緑地計画係長

5.参加者：17 名 

6.当日の次第 

（1）開始のあいさつ 

（2）世界の「AIOIYAMA」プロジェクトに関する現状報告 

（3）入り込み交通対策について 

（4）弥富相生山線について 

（5）相生山緑地の基本計画の検討について 

（6）終了のあいさつ 

7.主な質疑、意見等（○参加者、●名古屋市） 

（世界の「AIOIYAMA」プロジェクトに関する現状報告） 

○請願について教えてほしい。 

●請願第９号は道路事業の廃止と、市民による住民意向調査を反映することを求め

る請願で、不採択となっている。請願 12 号は道路を早期開通させてほしいという

請願で、採択された。 

○１、２回目の意見交換会で道路を通して欲しいという意見もあったが、成立したと

いうことか。 

●請願として出てきて、議会の意思として採択された。弥富相生山線は都市計画決定

されており、都市計画自体が廃止になっているわけではない。 

○請願の採択、不採択の根拠を教えてほしい。 

●議会としては道路を通すべきと意思を持っており、道路の開通を求める請願は採

択され、廃止を求める請願は不採択とされた。都市計画決定されて、これまで携わ
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ってきた人や、用地買収に応じた人もいる、予算ベースで 8 割執行しており道路

は通すべきだというのが議会の意思。 

○請願 9 号の住民意向調査でもたくさんの人が反対をしており、道路を止めてほし

いから市長選でも投票したと思う。市民の意向は関係なく、議会の意思のみなのか。

●市議も市民に選ばれており、どちらか一方ということではなく、それぞれ市民を代

表する立場として、様々な意見があるととらえている。 

（弥富相生山線について） 

○環境調査のエリアを教えてほしい。 

●道路予定地の北と南に挟んで影響がある箇所の調査を行う。 

○調査は樹木だけで草本類は含まないのか。 

●草本類の調査も行う。 

○何回調査を行う予定か。 

●ホタルの飛翔調査は 5-6 月に行い、幼虫や小型貝類の調査は夏から秋に入ってい

く。何日かかるかは現地の調査の状況や、進捗状況等によるので未確定。 

○調査項目に小動物が入っていないのはなぜか。 

●皆さんの関心の高いホタルの現況を把握すべきと思っている。結果について皆さ

んに示し、ご意見を踏まえて必要な調査の検討をさせてもらいたい。 

○今年度の調査は、道路を通す方向の調査なのか。 

●フラットな調査。 

（相生山緑地の基本計画の検討について） 

○去年、環境に関する調査をしていて、夏ごろに報告がもらえると言われた。 

●昨年度、ふれあいの丘周辺においてホタルの幼虫調査、陸産貝類調査、土壌水分調

査、草本類を含めた植物調査、毎木調査を実施した。業務委託が完了し、報告書と

してまとまっているので、手続きをしてもらえば資料提供をすることができる。陸

産貝類の希少種の位置図など、保護の観点から提供できない資料も一部ある。 

○そこに何らかの方向性は付け加えているのか。 

●ふれあいの丘へのアクセス園路の検討のための、基礎的資料として調査を実施し

た。議会の意見などを踏まえると、アクセス園路の検討を詳細に詰めていく状況に

はないと判断しており、調査結果を元にした方向性は示されていない。 

○令和２年度は、アクセス園路やふれあいの丘に対する検討の予算はついてないと
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いうことか。 

●アクセス園路検討についての予算はついていない。相生山緑地全体を考える時に、

どういう自然を目標にすべきか、どういうことをしたいか、どういう役割があるの

かなど基本的な考えを、皆さんで検討していきたいと考えている。そのための検討

会のファシリテーターの委託や、基礎資料として緑地全体のヒメボタルの調査を

行う予算がついている。 

○ホタルにどの程度ウエイトを置いているのか。 

●皆さんの関心が高いと認識している。 

○ホタルが飛んでいるとき、地域の現状がどうなっているか、夜間見に来たことがあ

るのか。 

●今年度は直営で５日間調査し、5/21 木曜日、5/25 月曜日、5/28 木曜日、6/1 月曜

日、6/4 木曜日の夜に調査した。 

○平日に来ても現状を確認できてないだろう。週末にどんな状況なのか見に来るべ

きだ。住んでいて生活を脅かされる状況が続いている。路上駐車が多く、家に入れ

ない状況。駐車場を確保してからホタルなのではないか。黙っていたら、そういう

思いをしている人がいることが伝わらない。 

●土木事務所にも、そういった声が届いており、我々も情報共有をしている。地域の

方々に大変迷惑をかけているのも重々承知をしている。 

●有効な対策ができていないなかで、警察とも協力させてもらっているが効果が出

ていない。 

○そのような行動をとっていないのではないか。市に連絡をしても結局 110 番して

くれとしか言わない。無責任ではないか。 

●ホタル調査の際に路上駐車の実情を確認し、警察と情報共有している。引き続き警

察と協力体制をとりながら対応していきたい。 

○天白公園内を通っていた道路は速やかに廃止された。中止するのに調査や期間は

不要。 

●天白公園の事例は、公園整備前からあった地道の道路認定を公園の整備に合わせ

て廃止したのであり、事情が違う。弥富相生山線は都市計画道路であり、道路整備

が途中で止まっているので、意見をしっかり聞きながら進めなければいけないの

で時間がかかっている。 

○３月に野並小学校で予定されていた住民説明会の予定はどうなっているのか。

●相生山緑地を含む市内 32 公園が長期未整備公園となっており、それらの公園の事
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業着手時期を示した整備プログラムがある。昨年度、3 月に山根コミセンと野並小

学校で整備プログラムの説明会を開催する予定だったが、新型コロナウィルスの

感染拡大防止のため開催を延期した。現在、10 月末から 11 月にもう一度開催でき

ないか検討している。ただし、また新型コロナウィルスの感染が増えてきており、

説明会の方法について検討している。 


